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１  購入等件名及び数量 

   令和７年度職員用パーソナルコンピュータの賃貸借 3,510台 

２  契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

   埼玉県企画財政部情報システム戦略課業務効率化推進担当 埼玉県さいたま

市浦和区高砂３丁目15番１号 

３  落札者を決定した日 

   令和７年８月20日 

４  落札者の氏名及び住所 

   ＦＬＣＳ株式会社 東京都千代田区神田練塀町３番地 

５  落札金額 

   869,800,800円 

６  契約の相手方を決定した手続 

   一般競争入札 

７  入札の公告を行った日 

   令和７年７月11日 
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告
示
第
七
百
二
十
七
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液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

百
四
十
九
号
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第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
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化
石
油
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ス
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売
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し
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で
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十
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１ 購入等件名及び数量 

  高速液体クロマトグラフ・トリプル四重極型質量分析計（LC-MS/MS）の賃貸借 

 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県衛生研究所食品化学担当 埼玉県比企郡吉見町大字江和井410番地１ 

３ 落札者を決定した日 

  令和７年７月16日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  三菱ＨＣキャピタル株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目５番１号 

５ 落札金額 

  89,649,252円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和７年５月23日 
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築
基
準
法
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和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
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第
四
十
二
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一
項
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の
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定
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よ

り
、
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三
日
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三
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で
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た
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り
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た
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玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
七
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六

十
六
番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
五
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七

十
四
番
十
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
三
十
五
番
三

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四

十
五
番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
二
十
九
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
三

十
三
番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四
十
一
番
八

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四

十
四
番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
三
十
三
番
四

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七

十
九
番
三
地
先
ま
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位
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五
十
四
・
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百
七
十
一
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五
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百
十
一
・
一
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九
十
三
・
三
五 

九
十
五
・
〇
二 

二
百
二
十
一
・
六
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延
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（
単
位
メ
ー
ト
ル
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六
・
〇 

 

六
・
〇 

六
・
〇 
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・
〇 

六
・
〇 

十
六
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指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅
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（
単
位
メ
ー
ト
ル
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鶴
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松
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か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
三
番

五
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
九
十
七
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
五
番

地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
八
番
八
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
七

番
一
地
先
ま
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埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
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本
松
八
十
三
番
十
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先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十

八
番
八
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
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大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七
十
四
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
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大
字
中
新
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東
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定
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し

に
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道

路
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四
・
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四
十
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・
三
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七
十
七
・
七
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十
九
・
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十
・
五
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指
定
の
取
消
し
に
係
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道

路
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延
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単
位
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ー
ト
ル
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六
・
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六
・
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定
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し
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築
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五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
一
年
八
月
二
十
五
日
第
二
十
八
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四
十
四
番
四

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六

十
番
二
十
七
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四
十
二
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四

十
八
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
三
番
三

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五

十
三
番
十
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
三
番
十

二
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百

五
十
四
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
一
番
二
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
二

番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
三
番
五
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
二

番
五
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

四
十
四
・
八
〇 

四
十
八
・
〇
五 

十
八
・
〇 

三
十
九
・
〇 

二
十
三
・
四
〇 

二
十
九
・
六
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

四
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
八
番
六
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
八

番
五
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
三
番
十
三

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
七
十

五
番
三
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
番
十
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
三

番
十
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八
十
四
番
十

七
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百

八
十
四
番
十
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
番
十
三

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六

十
番
十
八
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
二
・
五
〇 

八
十
・
八
三 

百
・
五
〇 

五
十
八
・
三
四 

四
十
七
・
六
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
二 

六
・
〇 

四
・
〇 

四
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
一
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
一
年
十
二
月
十
五
日
第
四
十
四
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
二
十
六
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
二
十
六
番

地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
二
十
六
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
二
十
六
番

地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十
七
番
十

一
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百

三
十
七
番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十
五
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三

十
七
番
十
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七
十
五
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八
十

一
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
七
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七

十
一
番
一
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

八
・
五
〇 

二
十
・
八
〇 

八
・
六
〇 

四
十
二
・
〇 

五
十
五
・
〇 

二
十
七
・
九
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十
二
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十

五
番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十
四
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十

一
番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
七
十
五
番
七
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
七
十
五

番
六
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
二
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十

三
番
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

六
十
一
・
五
〇 

五
十
・
三
〇 

三
十
九
・
五
九 

二
十
五
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
二
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
二
年
六
月
十
九
日
第
十
一
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
九
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
九
番

地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
四
百
番
五
地
先
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九
十
八
番

地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
千
五
百
三
十
一
番

二
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百

八
十
八
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七
十
四
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八

十
五
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
二
十
九
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
四
百
番

七
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四
十
九
番
六

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
四

十
八
番
一
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
九
・
〇 

六
十
六
・
九
〇 

五
十
二
・
三
六 

五
十
六
・
一
六 

三
百
六
十
三
・
九
八 

五
十
八
・
五
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

 

十
七
・
二
〇
～
十
七
・

五
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

三
・
〇
～
四
・
〇 

 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十
五
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十

七
番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十
四
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十

六
番
一
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
三
・
九
三 

八
十
二
・
五
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

 

〇
・
〇
～
二
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
三
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
三
年
五
月
十
日
第
六
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
番
五
地
先
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
一
番
四
地

先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
四
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
千
四
百

九
十
九
番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
二
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
三
番

一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
二
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
番
一

地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八
十
五
番
五

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八

十
六
番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千
五
百
二
十
六

番
二
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保

三
十
七
番
二
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
十
・
四
〇 

二
十
八
・
八
〇 

三
十
・
二
〇 

四
十
七
・
八
〇 

六
十
八
・
二
〇 

七
十
四
・
六
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

三
・
五
～
四
・
五 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
二
番
十
四

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十

番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
四
番
四
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
五

番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
番
地
先
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
一
番
四
地

先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
九
・
一
七 

四
十
五
・
三
八 

五
十
四
・
五
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
四
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
五
日
第
三
十
三
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
五
十
九
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
五
十
九

番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
五
十
九
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
六
十
番

一
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

九
・
二
〇 

五
十
・
八
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

二
・
九 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
五
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
四
年
九
月
二
十
四
日
第
十
三
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
七
番
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
一
番

三
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
十
二
・
九
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
六
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
五
年
三
月
五
日
第
二
十
五
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
九
番
地
四

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二

十
一
番
地
五
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
九
番
地
四

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十

九
番
地
四
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
五
番
地
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
五
番
地
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

五
十
・
八
八 

八
・
〇 

十
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
七
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
五
年
五
月
八
日
第
三
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
水
堀
百
九
十
三
番
三
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
水
堀
百
九
十
三
番

三
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
水
堀
百
九
十
三
番
三
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
水
堀
百
九
十
四
番

四
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
九
番
一

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十

八
番
一
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七
十
一
番
一

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七
十

一
番
二
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
三
番
一

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十

七
番
一
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
一
番
一
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
二
番

先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
六
・
八
〇 

二
十
三
・
〇
一 

三
十
六
・
〇
七 

十
四
・
四
五 

八
十
一
・
五
〇 

十
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
八
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
六
年
五
月
二
十
日
第
一
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
六
番
十
七

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
四

番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
八
番
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十

九
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
三
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
番

二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
八
番
六
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
十
九
番

五
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
三
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七

番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千
五
百
二
十
番

八
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千

五
百
二
十
番
八
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
三
・
〇 

五
十
・
六
二 

十
七
・
三
二 

七
十
・
〇 

六
十
二
・
〇 

十
四
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

 

三
・
一
～
三
・
九 

二
・
九 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
九
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
九

番
五
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千
五
百
二
十
番

二
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
十

八
番
地
二
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番
二
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
七

番
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十
番
六
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十

一
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
七
番
二
十
二
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
七
番
二

十
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
七
番
三
地
先
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十
五
番

一
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
五
・
三
〇 

十
四
・
八
〇 

十
五
・
六
〇 

二
十
六
・
八
五 

十
一
・
二
〇 

四
十
二
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
六
十
番
二
十

一
地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百

六
十
番
十
八
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
七
十
四
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
七
十
四

番
二
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

〇
・
二
三 

二
十
七
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
九
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
七
年
六
月
十
日
第
四
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八
十
五
番
五

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九

十
七
番
七
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
番
六
地
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
九
番

一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十
七
番
六

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三

十
七
番
七
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
七
十
四
番
十

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百

六
番
十
三
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
十
九
番
十
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
四
百
九

十
一
番
一
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
九
・
四
七 

三
十
四
・
〇 

十
一
・
〇 

三
十
三
・
〇 

三
十
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
八
年
五
月
十
八
日
第
二
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
七
番
四
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
番
先

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
一
番
一
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
八
番

三
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
一
番
三
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
一
番

一
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
八
番
先

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
千
四
百
九
十

七
番
二
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
四
・
〇 

十
六
・
四
〇 

十
・
五
〇 

五
十
四
・
七
八 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
一
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
九
年
二
月
一
日
第
十
六
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
九
番
先
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
一
番

四
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
八
・
四
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
二
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
九
年
十
二
月
四
日
第
十
六
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
四
番
三

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五

十
四
番
七
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
九
十
五
番
九
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
四

番
五
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
九
十
四
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
六

番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
一
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
一

番
八
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
十
三
・
一
九 

八
十
二
・
四
六 

四
十
四
・
〇 

二
十
四
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
一
～
四
・
二 

六
・
二 

 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
三
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
一
年
三
月
九
日
第
十
一
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
九
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
九

番
六
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
五
十
二
番
四

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十

一
番
二
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
一
番
五
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
三
十
一

番
六
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

五
・
〇 

二
十
八
・
四
〇 

十
・
七
二 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
四
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
第
二
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

坂
戸
都
市
計
画
事
業
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
区
画
街

路
六―

七
十
一
号
線 

坂
戸
都
市
計
画
事
業
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
区
画
街

路
六―

六
十
号
線 

坂
戸
都
市
計
画
事
業
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
区
画
街

路
六―

百
六
号
線 

坂
戸
都
市
計
画
事
業
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
区
画
街

路
六―

二
十
五
号
線 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

五
十
一
・
四
〇 

三
十
七
・
五
〇 

二
十
・
五
〇 

二
十
九
・
五
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

三
・
〇
～
六
・
〇 

一
・
五
～
二
・
〇 

六
・
〇 

 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
五
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日
第
二
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
二
番
四
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千
五
百

二
十
番
八
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
千
五
百
三
十
番
一

地
先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九

十
四
番
一
地
先
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
百
三
十
二
番
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
百
三
十
一

番
七
地
先
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
一
・
〇 

百
二
十
七
・
五
〇 

四
十
七
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

十
六
・
〇
～
十
七
・
二 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
六
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十
一
日
第
十
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
三
番
一
か
ら 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
四
番
二
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
三
番
六
か
ら 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
三
番
一
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
五
番
か
ら 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
五
番
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

七
十
二
・
〇 

十
一
・
五
三 

五
・
七
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

三
・
一
～
十
二
・
七 

六
・
〇 

六
・
〇 

 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
七
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
第
四
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十
七
番
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
一
番
一

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
二
番
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
一
番
一
ま

で 埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
二
十
一
番
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
二
百
十
二
番
ま

で 埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
二
番
四
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千
五
百
二
十

番
八
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
番
十
一
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
番
一
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
七
番
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
二
番
六
ま

で 指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

百
十
五
・
〇 

五
十
一
・
〇 

八
十
三
・
七
〇 

三
十
六
・
〇 

二
十
九
・
〇 

二
十
五
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

〇
・
六
～
三
・
五 

六
・
〇
～
六
・
二 

六
・
〇 

 

二
・
九
～
三
・
一 

五
・
〇 

四
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
八
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日
第
百
四
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
六
番
一
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八
十
五
番
五

ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

百
二
十
七
・
八
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
五
～
六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
九
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
第
百
三
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番
三
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番
一

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番
四

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
六
番
三
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
五
百
六
番
十

七
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
七
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
三
番
九

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番
十
二

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
三
十
七
番

三
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
八
十
四
番
一

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
五
番
三

ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

八
・
二
〇 

十
九
・
〇 

十
五
・
〇 

九
・
〇 

三
十
二
・
九
〇 

十
四
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

四
・
〇
～
五
・
〇 

六
・
〇 

四
・
二 

                

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
九
番
か
ら 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
九
番
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
十
月
四
日
第
百
六
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
三
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
十
九
番
一
ま

で 指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

六
十
一
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
一
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
第
百
五
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
五
十
九
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
東
久
保
千
五
百
二
十

番
二
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
番
七
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
二
十
九
番
一
ま

で 指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
一
・
三
一 

二
十
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇
～
六
・
五 

六
・
〇
～
六
・
八 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
二
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
第
百
二
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  
 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九
十
七
番
七

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九
十
六

番
一
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九
十
二
番
二

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
三
番
一

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
七
十
四
番
二
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
八
十
一
番
九
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
四
百
九
十
一
番

一
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
四
百
九

十
一
番
一
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
四
百
九
十
一
番

四
か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
千
四
百
九

十
一
番
一
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
八
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
小
六
百
二
十
八
番
六

ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
十
三
・
〇 

三
十
四
・
六
六 

四
十
七
・
〇 

四
・
〇 

七
・
八
〇 

三
十
九
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

九
・
〇 

五
十
五
・
五
～
五
十
六
・

二 

                
六
・
〇 

四
・
〇
～
六
・
五 

四
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
山
三
百
九
十
九
番
二

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
中
新
田
字
東
久
保
千
五
百
二

十
七
番
三
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
一
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

五
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
三
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
第
百
三
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
番
の
一
部 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
一
番
二
の

一
部
、
百
十
二
番
一
の
一
部
、
百
十
二
番
四
の
一
部
、
百
十

二
番
五
の
一
部
、
百
十
二
番
六
の
一
部
、
百
二
十
番
八
の
一

部
、
百
二
十
番
九
の
一
部
、
百
二
十
番
十
の
一
部 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
十
二
番
四
の

一
部
、
百
十
二
番
五
の
一
部
、
百
十
二
番
六
の
一
部
、
百
十

二
番
七
の
一
部
、
百
十
九
番
一
の
一
部 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
十
六
・
〇 

 

五
十
五
・
六
〇 

五
・
七
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
〇 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
四
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
元
年
十
一
月
五
日
第
百
二
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
九
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
七
番
一

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
四
番
二
十

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
四
番

二
十
ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
七
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
八
十
四
番
二

十
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
六
・
〇 

七
・
四
〇 

四
十
六
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

六
・
二 

六
・
二 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
五
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
二
年
五
月
十
五
日
第
百
六
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
七
番
十
九
か
ら

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
三
十
一
番
一

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
六
十
二
番
四
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
水
堀
百
六
十
四
番
一

ま
で 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
七
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
四
番

一
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

六
十
八
・
〇 

五
十
三
・
〇 

十
三
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

三
・
三 

六
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
十
六
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
二
年
五
月
十
五
日
第
百
七
号
で
指
定
を
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



  

第

一

〇

二

号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
二

十
日 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
九
十
八
番
一
か

ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
七
十
九
番
ま

で 埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
一
番
二

か
ら
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
百
二
十
一

番
一
ま
で 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
七
・
六
〇 

十
五
・
二
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

一
・
六
～
六
・
〇 

 

三
・
〇 

指
定
の
取
消
し
に
係
る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 
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